
TOEIC900点ホルダーが教
える最速勉強法

したら



TOEICとは

TOEICとはTest of English for International Communicationの略称で、英語によるコ

ミュニケーション能力を幅広く評価する世界共通のテストです。

受験者数 世界で年間約700万人,150カ国で実施,

日本では年間240万人が受験



TOEICがあると何がいい？

・院試で使える（730点で英語満点）

・就活で使える（800点あるとすごいって言われる）

・会社に入ってからの昇進とかで使われる



学生のうちに勉強しておくメリット

社会人は平日仕事なので，必然的に土日に勉強する必要がある（大変）

新入社員の平均スコアが500点なので差をつけられる

英語好きな女子にモテる



履歴書に書くなら

①400点台：書かない方がいい。英語ができない証明になるから。

②500点台：書いてもOK。真面目に勉強する人だと分かるから。

③600点台：書いた方がいい。基礎はできていると分かるから。

④700点台：書くべき。ここまで来れば、あとは使って伸ばせると分かるから。（上位30パーセント）

⑤800点台：有利になる。ただし、英語以外の科目の成績も良ければ。（上位15パーセント）

⑥900点台：かなり有利。ただし日本語でもしっかり意志疎通できれば。（上位3パーセント）



こんな人におすすめ

 とりあえず，何か一つ武器や資格を持ちたい人

 海外旅行や外国人が好きな人

 院試で満点取りたい人

 女の子に第一印象を頭良いと思わせたい人（ハロー効果）

 留学に行く時間とお金がない人



TOEIC採点システム

 990点満点

 全問正解でなくても，満点を取れる

→特殊な採点方式

 統計的処理により，難易度の差でスコア

が上下しないよう工夫されている。

→英語力が同じであるかぎり、

理論的には何回試験を受けても

スコアは変わらない。



参考（左）リスニング（右）リーディング

L＆R両方8割正答→800点を目指す



800点を目指す理由

 800点までは割とすぐ行ける（最短約100時間で到達）

 900点の壁はとてつもなく厚い（平均1000時間勉強）

 あくまでTOEICは副次的なもので，それに多大な時間をかけるべきではない

→理系本来の武器を磨くの時間をかけるべき（研究，プログラミング等）

次のページから，具体的な勉強法に関して述べる



TOEIC最速勉強法



参考サイト

石崎式TOEIC勉強法[新形式問題対応]

1日3時間の勉強で90日以内にTOEIC800点を取る具体的な勉強法

https://drive.google.com/open?id=0B0GkuuwE_KsecEF1Ti1DcFU0RDA

基本はこのサイトに準拠して，勉強を続けていけば大丈夫です！

しかし，200ページ以上あるため，簡単に要約したうえで説明していきます

1カ月目→キクタン600，800で英単語全暗記＋公式問題集

2カ月目→リスニング＋公式問題集

3カ月目→リーディング＋公式問題集

https://drive.google.com/open?id=0B0GkuuwE_KsecEF1Ti1DcFU0RDA


勉強に必要なもの（基本）

 TOEIC公式問題集「新形式対応」3冊（必須）

 公式が出す本番同様のテストが1冊に付き2回分入っている（お得）

最低金額：1冊3000円×3冊＝9000円

研究室にも置いてあるので，お金がない方はそちらを使う



勉強に必要なもの（単語力がない人）

 キクタン600，800 2冊（あれば便利）

 Iphoneだとアプリで安いし使いやすい！（お得）

金額：1冊1500円×2冊＝3000円 （書籍）

600円×２＝1200円 （アプリ）



リスニング編



TOEIC攻略のカギはリスニングだ！

 TOEICを勉強するうえで，リスニングとリーディングの勉強の比は

９：１

→多くの受験者がリスニングを苦手としており，ここを対策することで，圧倒的

に他の受験者と差をつけることが出来る

 また，リスニングを勉強していく過程で，高速に文章の前から聞き訳すことが出来

るようになり，その結果リーディングの読むスピードも上がる

→リーディングのスコアアップの鍵は読むスピードを上げること！



リスニング攻略の鍵はPart3,Part4だ！

 リスニングを勉強するうえで対策する順番は，

Part3＝Part4＞＞Part2＞＞＞＞Part1である

→理由として，リスニングの7割がPart3とPart4から構成されるから

これらの問題の対策について

次のページで述べる



Part3,Part4の攻略の鍵は先読みだ！
part3、4は、1つにつき30秒ほどの会話文が流れ、設問が3つあります。

まず，Part1のディレクションの間にPart3の， Part2のディレクションの間にPart4の図表問題を先読みします．

ここでは、図，選択肢から，何が読み取れて，どのようなことを聞かれているのかを把握しましょう

Part2が終わったら，Part3に入る前のディレクションで，次に来る問題を先読みしましょう！

特に

何を聞かれ、

どんな選択肢があり

そこから読み取れる会話の内容 を熟読し想像しましょう。

実際聞かれる内容はほとんどこんなパターンです。

1.この会話はどこで行われているか？

2.男性は何を要求したか？

3.女性は何を提案したか？



Part3,Part4の解き方

そして、part3、4を解く上で最も重要だと思うのが、解き方です！

まず、問題が始まったら、最初の5秒くらいで1問目の答えが話されます。例えば、事前に読んだ選択肢が

1.レストラン，2.図書館，3.ミュージアム，4.駅

の場合、この中から聞こえた単語があったらそれです。答えがわかったらその番号を左手の中指で押さえときます。

次に、10〜15秒目くらいに2問目の答えが話されます。これも同様にわかったら番号を左手の人差し指で押さえます。

最後の3問目は20〜25秒目に話され、わかったら、番号を左手の親指で押さえます。

問題文が終了すると、設問の文章が順番に読まれます。

この間に左手で押さえていた番号をマークシートにチェックしてください。(塗りつぶしは時間がかかるため)。目標は1問目の文章

が読み終わる頃にチェックを終えて、2、3問目の文章が読まれてる間に次の問題の設問、選択肢を先読み出来るようになることです。

このペースを絶対に崩さないようにしてください。例えば、問題が上手く聞き取れなくて、答えがわからなかった場合はその問題は

捨てて適当な番号にチェックしてください。

なぜなら1問を時間かけて解くより、次の3問を先読みして余裕を持つ方が圧倒的に高得点に繋がるからです。

1.常に1問先の問題を先読みして余裕を持つ，2.問題がわからなかったらその問題は捨てて次の問題を先読み，3.答えがわかったら、

塗りつぶしじゃなくてチェックだけ。(塗りつぶしはリスニングが全部終わってから！)

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%DE%A1%BC%A5%AF%A5%B7%A1%BC%A5%C8


Part2の解き方
 part2の注意点は以下の2つだけです！

1.最初の5W1Hに全神経を傾ける。

はい、これが最重要です。part2の6〜7割は、これさえわかれば解けます。

 Where どこで,

 When いつ

 Who 誰が

 What 何を

 Why どうして

 How どのように

ここだけちゃんと聞き分けられれば選択肢3択の内2択は見当違いなので、消去法で解くことが出来ます。

じゃあ、あとの3割は何なのかと言われると、

 1.長い文章で途中の意味がわからなくなるパターン

 2.似たような音の単語を選択肢に引っ掛けとしてあるパターンです。

こればかりは、何回も解いて慣れていきましょ！

http://d.hatena.ne.jp/keyword/5W1H


Part1の解き方

やる意味ない



リーディング編



リーディング攻略の鍵はPart7だ

リーディングを勉強するうえで対策する順番は，

Part7＞＞Part5＞Part6である

Part7は54問あり，多くの人が時間内に解き終わることが出来ない！

→その結果，最後が塗り絵になってしまう（もったいない！）

最後まで解ききることが出来たら，高得点が取れる！



Part7の解き方

 PART7の勉強法は、とにかく時間を意識して1問1分以内を目安に問題集を解きまくってください。

解き続けると慣れてきて問題文も早く読めるようになっていきます。

 具体的な解き方の手順は、

1.設問を読んで問われている内容を知る

2.問題文で聞かれている内容について

書かれているところ周辺を抜き出して答えを解く。

この2つを使うことで、問題文を無駄に読む時間を減らすことが出来ます。

※（新形式になってからは，全体を読まないと答えられない問題が増えてきた）

基本的に長文の間に合わない理由は制限時間に対する文章量が多いため、長文を上から順番に読んで訳

していくと時間が足りない。慣れるまでは大変ですが、これが出来るようになると1問30秒以内位で解

けるようになっていきます。そうすると、大体5分くらい時間が余るため、ちょっと怪しかった問題の

所まで戻ってもう一回見直すことが出来ます。この時間と解き方を意識して問題集をやっちゃってくだ

さい！



Part5とPart6は公式問題集を丸暗記

 PART5，Part6対策はとにかくスピードですね！

一問に3〜10秒が基本,長くて20〜30秒ですが、それ以上は絶対掛けないでください！

基本的に,TOEICはわからない問題を捨てることが、高得点の秘訣です。

特に文法とかは、わからないのは悩んでも出てこないので適当にマークしましょ！

まぁ、あとは、問題のレベルなんですが、個人的にセンター試験程度だと思います。

高校時代にネクステとかやってた方は、ちょいと見直せばすぐに点数が上がります。

まぁ、一番手っ取り早いのは公式問題集の問題を丸暗記しちゃうのが最速です！

→Part5とPart6の文法問題は，基本的に複数回のテストで同じようなものが使い

まわされています．

http://d.hatena.ne.jp/keyword/TOEIC
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%BB%A5%F3%A5%BF%A1%BC%BB%EE%B8%B3


Part5，Part6の解き方
 肝心の解き方はというと、

 1.選択肢を読む，2.空欄の前後を読む，3.文章を読む

の順番です。

 まず、1の選択肢を読む時、

1.send，2.sent，3.sends，4.sending

とかなってたら空欄の前後を読むだけで答えがわかります！ もし空欄の前がwill( )....だった場合5秒以内に1のsend(原形)を選択出来ます！

これが俗に言う5秒問題ですね！

 他にも、

.....he broke this machine ( )....

1.repeat，2.repeating，3.repeats，4.repeatedly

だった場合、4番のrepeatedly(副詞)を瞬時に選べるレベルまで訓練してください！

で、大体この形式の問題が15問くらいあって、あとの25問は選択肢4つがバラバラなパターンです。

これは、手順1.2の後わからないと判断して、手順3の文章を読むステップに移ります！

ここで、大体文章を読めば答えがわかりますが、悪魔でも20～30秒以内を意識してください！

 1.問題文の意味がわからない，2.選択肢の単語の意味がわからない

わからないパターンは基本的にこの2つなので、このパターンで時間掛かりそうだと判断したら勇気を持って問題を捨ててください！

以上のように意識して問題を解くと良いでしょう。



まとめ

TOEICで800点を取るには，

リスニングのPart3,Part4を完璧にし，

リーディングのPart7が解き切れる様に時間配分を心がける！

 基本勉強方針は，公式問題集を2時間1セットとして

何回も繰り返し説く

→理想は問題集を全部暗記してしまうぐらい

参考までにTOEIC800点は公式問題集20セットでいけるらしいです


